












































































































 2一目本人の国民性意識の時系列比較調査   「人間関係（義理人情）」と「近代一伝統」の








































































































   （1953～1988）のVA表示．KS1，KS2，
   ．．，KS8の各ベクトルは，1953年より5
   年ごとの調査結果に対応する．ベクトル
   のX軸成分が0．0より1．0に近い程，
   superculture（比較対象群の共通性）へ
   の一致率の度合が高い．ベクトルの各対
   の間の余弦は，対応する調査の回答パ
   ターンの一致率を表わし，狭角が小さい
   程，一致率は高く，直交する場合は，一
   致率が0である．このデータでは，Z軸
   の上から下には「時代の流れ」が，〃平
   面には「伝統回帰」が一種の回転として
   表わされていると考えられる．
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   ますか？）
 3．仕事に関する考え （例．もし，一生，楽に生活できるだけのお金がたまったとしたら，あ
   なたはずっと働きますか，それとも働くのをやめますか？）
 4．価値観 （例．人の暮らし方には，し）ろいろあるでしょうが，次に挙げるもののうちで，ど
   れが一番，あなた自身の気持ちに近いものですか？ 1．金持ちになること，2．名をあげ
   ること，3．自分の趣味に合った暮らし方をすること，等々）
 5．人生に対する考えや社会に対する態度 （例．人の成功には，個人の才能や努力と，運や
   チャンスのどちらが大きな役割をはたしていると思いますか？）
 6．政治 （例．あなたは政治に関心がありますか？）
 7．男女の役割 （例．家事や家庭について，どうお考えですか？ 1．全てが女性の仕事であ
   る 2．し）くつかは女性の仕事である 3．全ての仕事は，男性と女性とで公平に分担すべ
   きである，等々）
 8．子供の教育 （例．小学生くらいの子供を育てるのに，「小さい時から，お金は人にとって
   とても大切なものだと教えるのがよレ）」という意見に賛成ですか，それとも反対です
   か？）
 9．自然と人問の社会，科学や機械文化の進歩と人々の暮らし （例．科学上の発見とその利
   用は，あなたの日常生活の改善に役たっていると思し）ますか？）
 10．宗教 （例．「宗教にはレ）ろいろあり，それぞれ立場が違うが，結局は，一つのものを説い
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   リティ理論を国民性の次元に持ち上げ
   て考えると，例えば，X軸方向には，「こ
   れらの先進工業国の共通性（super－
   Cu1ture）への一致率」，γ軸上下方向に
   は「内向性・外向性」，Z軸上下方向には，
   「国情の安定・不安定性」が現れていると
   解釈できる可能性がある．調査は，Ita1y
   は1992年，その他の国々は1986－87年












4．1 日英両語による日本人とハワイの日本人・アメリカ人の回答比較  言語による回答
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   調査のVA表示．表中偶数はアラビア語
   質問解答者のグループ，奇数は英語質問
   回答者のグループで1と2，3と4，．．．，
   11と12が各々同一地点での調査の一対
   になっている．調査地点は1と2，3と4
   がアメリカ，5と6がアンマン，7と8，
   11と12がカイロ，9と10がヨルダンで
   ある．各地のアラブ人学生によるアラビ
   ア語・英語による同一質問に対する回
   答のパターンをVA表示すると，英語群
   はγ軸成分が正，アラビア語群は負と
   して，明瞭に分離されている．データ偽
   造の疑義がある1と2が他とは際立っ
   てかけ離れているのが分かる．しかし，
   それらのデータにおいても英語・アラ
   ビア語の区別が他の調査データに従っ























































































   果．各調査における回収率（CR）も回答者が明確に答えた率（全体の回答
   から“分力）らない”や“その他”を除いた率）（ANR）も異なる．しかし，こ
   れらの積（情報回収率，ICR）は，ほぼ同じになっている（表中の数字は，
   すべて％である）．
質問項目
調査グループ  KS   S    S    C
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表2．日本人の国民性調査第1回～第8回（1953年～1988年の問の5年毎）における情報回収率の・
   変化．時代とともに，回収率（CR）も，情報回収率（ICR）も下がってきている．（表中のm．d．
   は中間回答をICRから除いた場合．質問項目の番号は，「第5日本人の国民性」の付録IIに記
   戟の質問に対応する．表中の数字は，すべて％である．）
調査回
1 2 3 4 5 6 7 8
質問項目 カテゴリー数
2．1 3 95 95 97 96 97 96 97 97
（m．d．） 2 76 76 72 76 68 72 68 62
2．4 6 92 94 94 95 95 95 94 95
2．5 3 91 86 89 93 93 93 95 95
3．9 5 88 82 87 84 88 83 8387
（m．d．） 4 65 55 46 51 40 32 31 28
4．4 2 80 79 82 81 85 84 85 85
4．10 3 96 92 95 93 94 93 93 95
（m．d．） 2 89 84 83 84 77 81 78 80
5．1 2 95 89 92 93 91 93 93 93
5．1b 2 97 91 、92 93 92 93 94 94
5．6 2 97 91 95 96 94 97 97 97
7．1 3 82 84 87 91 93 94 95 96
（m．d．） 2 65 67 65 75 72 78 77 74
7．2 3 83 83 86 91 93 93 94 96
（m．d、） 2 75 73 67 78 73 78 77 74
8．7 8 83 89 92 94 93 93 95 95
（m，d．） 7 64 79 70 73 60 59 6357
平均明確回答率（DRR） 89．92 87．92 90．6791．67 92．33 92．25 92．9293．75
±6．43 ±5．07 ±4．48 ±4．62±3．17 ±4．31 土4．38 ±3．82
（m．d．） 82．17 80．33 78．92 82．33 78．33 79．17 78．1777．67
±12．93±11．40 土15．08 ±13．05 ±16．82 ±18．81 ±18．98 ±20．72
回収率（CR） 83 82 75 76 76 73 74 61
情報回収率（ICR） 74．63 72．0968．00 69．67 70．17 67．34 68．7657．19
＝DRR×CR ±5．34 ±4．ユ6 ±3．36 ±3．51 ±2．41 ±3．15 ±3．24 ±2．33
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An Overview of the Longitudina1Studies on Nationa1Character by ISM
                               Ryozo Yoshino
                      （The Institute of Statistical Mathematics）
    A1ongitudina1socia1surveシresearchonJapanesenationalcharacterhasbeenconduct－
ed by the Institute of Statistica1Mathematics（ISM）in Japan every丘ve years since1953．
Around1971，the research subject was extended to foreign nations for more advanced
research of the Japanese nationa1character in the cross－nationa1comparative studies．
The countries and the areas a1ready6urveyed inc1ude the United States of America（USA），
the United Kingdom（UK），Federa1Repub1ic of Germany（FRG），France，Ita1y，Brazi1，
Hawaii，and some South East Asiancountries．The surveyprojects for other countries are
in progress．A11the comtries were chosen so that some pairs of them share common
cu1tura1backgrounds such as1anguages or races．Thus，themain component of the cross－
nationa1studies consists of sort of1inks of comparison，and it is now ca11ed“the cu1tura1
1ink study．”
    The main objective of this paper is to overview this series of now internationa王ized
research of nationaI character．Some丘ndings in those surveys and some methodoIogical
issues are summarized．
Key words：Japanese，nationa1character，cross－national comparison，social survey，time－series
data，GHT mode1，VAR．
